
．

　
　
魏
僻
嚢
の
内
点
谷
は
「
義
艶
」
に
從
は
れ
た
所
瓢
か
多
く
、
　
そ
れ
を
比
較
的
現
代
の
雛

　
　
を
以
て
譲
遮
せ
ら
れ
た
槻
が
あ
る
、
到
る
所
「
若
し
信
の
下
の
解
繹
を
深
く

　
　
味
は
ず
に
、
前
の
敏
理
だ
け
を
以
て
直
ち
に
信
の
封
象
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

　
　
れ
は
全
く
知
解
の
分
齋
に
止
ま
っ
て
了
っ
て
、
眞
の
宗
教
的
信
念
に
は
途
に

　
　
到
慰
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
の
著
者
の
態
度
が
現
は
れ
、
随
っ
て
本
望

　
　
は
「
大
野
起
信
論
」
の
研
究
酌
講
義
と
骨
口
ふ
よ
り
亀
、
寧
ろ
「
大
乗
起
信
」
を
講

　
　
演
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
讐
ふ
方
穏
當
で
あ
る
糠
に
思
は
れ
、
　
佛
…
歌
一
般
高
騰

　
　
の
者
に
と
り
て
便
宜
な
取
運
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
　
　
定
訳
講
本
用
「
雨
課
封
照
大
乗
起
信
論
」
は
本
丈
の
み
の
薪
蕉
雨
課
封
照
で

　
　
あ
っ
て
、
　
「
讃
者
は
之
に
よ
り
て
何
物
に
も
煩
は
さ
れ
ず
貞
由
に
本
丈
の
意

　
　
味
を
思
索
し
理
解
し
」
、
現
代
的
研
究
に
依
り
て
　
「
薪
ら
し
3
1
¢
慧
義
の
上
に
更

　
　
に
よ
り
深
き
心
理
の
顯
撫
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
』
著
者
と
共
に
私
共
は
期
待
す

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
京
都
法
瀬
高
一
廉
行
、
発
一
聯
一
昌
山
ハ
四
頁
、
常
偬
慣
壷
醐
圓
五
十
鏡
、
　
別
冊
川
七
十
三
頁

　
　
定
斎
五
十
鏡
、
（
本
田
義
英
）

　　

@　

@　

@
民
奎
議
の
警
　
畔
難
戦
強
鐵

　
　
　
本
轡
は
デ
ユ
ー
イ
氏
の
O
㊦
営
O
o
婆
。
同
⇒
ロ
篇
国
畠
b
o
算
に
。
膨
を
解
干
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
デ
ユ
ー
イ
氏
は
米
國
節
一
流
の
學
者
で
あ
っ
て
殊
に
其
教
育
論
は

　
　
内
外
の
黒
想
界
に
重
き
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
囲
興
賜
暇
を
利
用

　
　
し
東
京
帝
國
大
學
の
招
聰
に
同
じ
薮
日
の
中
K
來
朝
の
筈
で
あ
る
。
此
時
に

　
　
當
り
兜
年
キ
ン
グ
氏
の
鮭
愈
毅
育
に
關
ず
る
書
を
日
本
の
學
界
に
紹
介
し
て

67

ｬ
功
せ
る
漸
蓬
思
想
家
田
制
氏
の
筆
に
よ
り
て
デ
↑
イ
氏
の
近
業
「
民
霊

感
虫
義
と
慢
罵
」
が
我
學
界
に
邦
丈
に
よ
η
て
紹
介
さ
る
浅
い
ふ
こ
と
は
頗

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
賂
　
雑
．
誌

る
時
宜
に
適
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
本
書
瓢
確
…
設
者
の
序
及
緒
…
言
を
以
て
初
窪
り
島
島
二
十
六
章
が
墾
心
切
明
瞭

に
解
設
さ
れ
て
あ
る
。
蓋
し
デ
ユ
ー
イ
氏
は
其
費
用
主
義
の
思
想
に
墓
き
恐

考
を
以
て
統
一
的
経
駒
の
不
噺
の
改
造
不
漁
の
再
構
戌
の
山
力
便
叉
は
機
關
と

見
倣
し
、
進
化
的
、
経
瞼
的
、
殊
に
趾
會
的
で
あ
る
所
に
其
教
育
思
想
の
特

色
を
獲
揮
し
て
風
…
る
の
で
あ
る
。
其
駈
謂
民
本
主
義
も
解
…
曲
説
者
の
序
丈
に
於

て
設
か
れ
て
あ
る
が
如
く
孤
立
的
潮
入
主
義
の
色
彩
を
有
せ
ず
し
て
祉
曾
的

畏
本
主
義
の
立
揚
に
立
っ
て
居
る
、
　
氏
が
千
八
百
九
十
六
年
よ
り
千
九
百
〇

三
年
迄
シ
ガ
ゴ
の
教
育
大
學
の
附
厨
差
異
に
鞭
て
試
み
た
る
手
工
敏
育
も
ま

さ
に
氏
の
方
便
的
、
蓮
化
的
、
羅
験
的
、
就
會
的
の
實
用
主
義
の
實
験
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
敏
育
魚
苗
霊
的
な
理
想
主
義
的
な
考
方
は
實
用
主
義
の
思

想
や
其
思
想
0
賞
品
に
よ
ゆ
で
俄
か
に
征
服
せ
ら
る
・
べ
き
も
の
で
は
な
い

け
れ
ど
も
殊
に
其
趾
會
的
見
地
の
影
聯
に
就
て
は
侮
る
こ
と
が
繊
來
な
い
も

の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
氏
が
「
融
愈
と
學
校
」
麹
委
寛
平
譲
に
滞

足
せ
ず
し
て
本
書
に
於
て
更
ら
に
一
癬
徹
底
胸
な
…
暦
組
織
的
な
恐
想
を
獲

表
せ
る
を
喜
び
、
此
を
邦
交
に
て
本
邦
に
紹
介
せ
る
田
制
氏
の
苦
心
と
勢
力

に
対
し
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
東
京
、
瞳
丈
館
、
　
定
偵
二
圏
五

十
饅
（
一
月
廿
七
日
小
西
重
窟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

寄
贈
雑
誌

　
黄
斑
難
事
、
了
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
寵
、
東
洋
暫
學
、
六
合
難
誌
、
東

亜
之
光
、
無
智
燈
、
★
條
學
騨
、
早
稻
田
丈
學
、
學
校
敏
育
、
國
艮
教
青
、

警
防
學
衛
界
、
教
湾
界
、
教
育
研
究
、
中
等
教
育
、
教
育
時
論
、
東
京
教
育
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一


